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※この発表データは日本シェアリングネイチャー協会より

特別にお預かりし整理しているものです。



1. 背景と目的

【背景】

コロナ禍において当協会では、年度計画を元にさまざまな活
動を推進してきた。たとえば、対面&オンラインのリーダー養成
講座や、新規にブラッシュアップセミナーの開催等を実施した
結果、地域の会の会員数の増加が見られた。

一方で、会員数の全体を年度比較すると減少傾向にあること
がわかる。直近の2022年度では655名であり、この数値はコロナ
禍が開始した2020年度と比較し、約16%の減少を表す。その原
因には社会的な外出自粛ムードやイベント開催運営の制限など
の感染予防対策の一環によって、やむを得なかった面があった
と思われる。
しかし、 2023年以降コロナの状況が落ち着き、今後はアウト
ドア回復需要が期待され、会員数の減少方向は協会財政におけ
る喫緊の課題であると考えられる。

そこで今回、当協会の会員向けにアンケート調査を行うこと
で会員のニーズを把握し、今後の年度計画作成に活かすことを
目的とする。

コロナ禍で当協会の会員数が16%減少
（人）
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1. 背景と目的

コップの水 = 東京都シェアリングネイチャー協会の会員者

蛇口の水 = シェアリングネイチャー会員見込み層

リーダー養成講座というフィルターを通す。

割れたコップから落ちる水 = シェアリングネイチャー協会の会員
の退会者
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1. 背景と目的
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調査対象

いかにコップから水がこぼれないようにするか
↓

既存会員の状況やニーズを知ることが目的



2. 企画内容

調査の方向性

①日本協会がもつ
会員データの精査

②アンケート調査
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2. 企画内容

調査の方向性

①日本協会がもつ
会員データの精査

②アンケート調査

こちらを中心にご紹介！ 簡単にご紹介（時間あれば）
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3. 結果と考察

9%

91%

地域の会所属していない地域の会所属している

n = 642

都協会の基本的な会員情報について、性別グラフでは女性が60%、男性が40%程度であった。
地域の会の所属の有無について、都協会の会員のうち9%が所属していることがわかった。

都協会の基本的な会員情報

地域の会の所属の有無

59.5%

40.2%

0.3%
その他回答しない

女

男

性別

n = 642
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3. 結果と考察

東京都の地域の会の活動エリア
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3. 結果と考察

男女別の平均会員年数状況において、男性は14年、女性は12年程度であった。

男女別の会員年数状況①

n = 639

（リーダー取得後の平均年数）
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3. 結果と考察

男女別の会員年数状況②

n = 639

その他・回答しない

女性

男性

（人数）

（リーダー取得後年数）

ボリュームA:会員10年未満

ボリュームB：会員10年〜25年

ボリュームC：会員25年以上
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リーダー取得後の年数と人数の内訳についてである。男女合計した人数を年数ごとに比較すると、会員10年未満（ボリューム
A）、会員10年〜25年程度が（ボリュームB）、会員25年以上がボリュームCと3つに分けることができる。特に、9年〜12年が
明らかに減少傾向にあることから会員の退会の可能性が考えられる。
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3. 結果と考察

会員区分と会員年数状況

21人
（全体の3.3%）

638人
(100%と仮定)

3人
（全体の0.5%）

21人
（全体の3.3%） 12

各会員区分を整理すると、コーディネーター(C)やインストラクター(I)は全体会員のうち3.3% ずつ該当する。トレーナー(T)は
0.5%である。右のグラフの会員区分別の会員年数をみると、CやIは会員年数10年程度になり、人数のカウントがはじまる。T
は会員年数23年からカウントが始まる。
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3. 結果と考察

平均会員年数の地域区分

13

共有NG



3. 結果と考察

平均会員年数の地域区分

地域の会
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4. 今後の課題

①日本協会の会員データ ②アンケート調査

アンケート調査結果も参考に
来年度以降の計画を策定
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参考ページ
〜アンケート調査概要〜



2. 企画内容

②アンケート調査概要

調査概要

調査目的 都協会に所属するシェアリングネイチャー会員のニーズを知る

調査対象 現在登録されている都協会会員

調査時期 2023年12月（日本協会が発行する会報発行するタイミング）

調査項目 性別・年齢・入会年度・リーダーなどの役割区分等

調査方法 QRコード回答、Email返送、FAX返送

調査用紙 色用紙や光沢紙など
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2. 企画内容

表
面

裏
面
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